
����年代のトルコにおける道徳教育
宗教性の観点から

上 野 愛 実

は じ め に����年以降のトルコ共和国において, 宗教教育と道徳教育は ｢宗
教文化・道徳科 ������������������������｣���という名前の単一
の科目のなかで, 公立私立を問わず, 全ての小・中学校, 高校���
で教授されている｡ ただし, 両者は, それ以前は別々の科目, すな

わち����年以降, 段階的に拡大していった選択希望制の宗教科 ����������������と, ����年に制定された必修制の道徳科 ����������
のなかで教えられていた｡ 宗教を国家が管理する体制にあるトルコ

において, 宗教教育は教育政策のなかで特に争点となりやすく, 宗

教科の導入や宗教文化・道徳科については教育学的な議論に加え,

政治との関連を論ずる研究がこれまでにもなされてきた���｡ これ
に対し, ����年に設置された道徳科は, 宗教教育と密接な関係にあ
りながらあまり注目されてこなかった｡ では, はたして宗教科と平

行して施された道徳科には, 宗教的な内容は含まれていなかったの

だろうか｡ トルコと同じく, 政教分離原則を掲げるフランスやカナ

ダなどにおいて議論されたような道徳教育と宗教教育の関連性

は���, トルコの道徳科の導入にあたっては取り上げられなかった
のだろうか｡ こうした問いに答えることは, トルコ共和国における

宗教と教育をめぐる政治を歴史的に理解することに資すると考えら

れる｡ こうした考えのもと, 本稿では, ����年から����年 (���������年度)���まで設置されていた道徳科に注目する｡
これまでの宗教教育研究では, ����年代に宗教教育の再開をめぐっ
てなされた議論や, ����年に必修科目として設置された宗教文化・
道徳科が注目されてきた｡ 後者に関しては, ����年クーデタ後の軍
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事政権期に採用された ｢トルコ・イスラーム総合論｣ という, ����
年に結成された, 民族主義右派の知識人のグループ ｢知識人の炉辺｣

によって提唱されたイデオロギーが教科書に反映されていることや,

宗教右派とされる公正発展党政権期の成立から�年後の����年以降,
国民の多数を占めるスンナ派イスラームの性格が強調されるように

なったことが指摘されてきた���｡ こうした研究により, トルコの
宗教管理体制と宗教教育の関係が明らかにされつつある｡

他方, 宗教文化と道徳科の前身の一つである道徳科を扱う研究は,

必修科目であったにもかかわらず非常に限られている｡ 道徳科に関

しては, 宗教教育を主題とするアイハンの著書のなかで, ����年設
置当時の道徳科の指導要領が紹介されており���, また, 同じく宗
教教育研究の権威とされるビルギンの論考のなかで, 当時の道徳科

の実施状況に関する簡単な言及がなされているのを見ることができ

る���｡ しかし, これらを除いて道徳科を扱った研究としては, 管
見の限り, ケスギンの博士論文および雑誌論文と, メルテルとカル

タルの共著による雑誌論文があるのみである���｡ ケスギンの研究
では, 共和国初期から����年代までの道徳教育の内容が検討され,����年代の道徳科に関しては, その学習指導要領の一部と教科書の
記述が挙げられている｡ ケスギンは, 同科目が ｢伝統, 国民的価値

に依拠した道徳理解｣ に基づいていたと論じているが����, 彼女の
研究には時代状況に即した科目の変遷を追う視点はなく, 実際には

様々な変化を経験した道徳科を固定的に捉えているという問題点が

ある｡ また, メルテルとカルタルの論文も, ����年から����年まで
の宗教科, 道徳科, 宗教文化・道徳科を通して, アタテュルク主義

とトルコ文化に関するテーマを指導要領から列挙するにとどまって

おり, 道徳科が詳細に論じられているとは言えない｡ しかしながら,

他国の事例においても, また道徳科設置前後のトルコにおいても,

道徳教育は宗教教育との関連で構想されてきた｡ この点に鑑みれば,

道徳科を宗教性あるいはその欠如の観点から論じることは, トルコ

の宗教教育政策, ひいては宗教管理体制のさらなる理解につながる

と考えられる｡ そこで本稿は道徳科に焦点をあて, その設置の経緯
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とその後の変遷, そして教育の内容について宗教との関連から論じ

る｡ 分析の主な材料には, 国民教育省広報誌 ������������������������������������と, 国民教育省が出版した高校用の道徳科の教科
書を用いる｡

以下では, 第一章で, 道徳科設置以前の道徳教育の変遷を概観し,����年代までのトルコ共和国史上, 道徳教育をめぐり何が問題とさ
れてきたのかを追う｡ 第二章では, 政治的な背景に注目しながら,

道徳科の指導要領の内容と変遷を明らかにする｡ 続く第三章では,

道徳科をめぐって議論の的となってきた宗教性の観点から教科書を

分析する｡

一. 道徳教育の変遷

本章ではトルコ共和国初期から道徳科導入以前の, ����年代から����年代までの道徳教育を二期に分けて概観する｡ その際に, 道徳
教育とかかわりのある宗教教育および公民教育����にも留意する｡�. トルコ共和国建国初期 (�������年代)
オスマン帝国末期の道徳教育の教科書を分析したフォルトゥナは,

当時新しく設立された ｢世俗的｣ とされる公立の学校における道徳

教育が決して世俗的ではなく, イスラームに依拠したものとして教

授されていたことを指摘している����｡ その後, トルコ共和国が樹
立されると, 翌����年に教育指導要領が制定され, 帝国末期に行わ
れていた道徳教育に倣った ｢道徳・祖国科 ��������������������������������������｣ が実施されるようになった����｡ 同科目は, 指
導要領に掲載された目的を見る限りでは宗教的な内容を含んでおら

ず, 公民としての責務や政治を扱っていた����｡ 同じく����年指導
要領において, 宗教科目に関しては, 小学校と中学校����で教えら
れることが定められた����｡�年後の����年, 指導要領が改定されると, これにより道徳・祖
国科の名称が, 道徳を除いた形で祖国科 �����������へと変更され
た����｡ 祖国科の目的は, ｢子どもに道徳, 経済, 法律, 端的に言え
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ば, 社会に関する意味を理解させること｣ とされ, 議会や憲法など

の国家の仕組みに関する内容が教授された����｡ 同じく, ����年の
要領から掲載されるようになった宗教科目の目的はというと, ｢偉

大なる神に対する感謝と愛の感情を呼び覚まし, イスラーム教を愛

するように教育し, 全ムスリムの信仰の調和の利益を教えること｣

とされた����｡ ただし, 同じく����年から宗教教育が行われる学年
数と時間数は段階的に減らされていき, ����年までには全ての学校
において宗教教育が行われなくなった����｡
このように, トルコ共和国初期には, 道徳科目は公民教育と直接

結びつけられ, 教授されていた｡ 宗教教育に関しては, オスマン帝

国期の授業内容を継承する形で, イスラームに基づく宗教教育が行

われていた｡ しかしながら, 生徒の信仰心を涵養する目的で行われ

た宗教教育は, 共和人民党政権がトルコ社会の世俗化を推進するに

つれ段階的に減らされていき, ����年代末には宗教教育は学校から
完全に排除された｡ 道徳教育も, ����年から��年までと短期間でし
か設けられず, その後は廃止された｡�. 宗教教育の再開, 公民教育のなかの道徳教育 (�������年代)
宗教教育廃止の後, その再開を希望する声は, はやくも����年に
農村部の教育をめぐる議論のなかで挙げられた����｡ そして, 翌����
年の第 �回国民教育諮問会議では����, 宗教教育および道徳教育が
議題となった｡ 結果として道徳, 宗教科目の実現には至らなかった

ものの, 祖国科に ｢トルコ人の道徳信条 ���������������������｣ と
いう内容が含められることが決定された����｡ そして, 翌����年か
らは, 同年�月から共和人民党議員となっていたテゼル・タシュク
ランが執筆した 『トルコ人の道徳信条』 という小冊子が教科書およ

び副教材として使用されることになった����｡ 『トルコ人の道徳信条』
は, 計��ページにまとめられており, 生徒が従うべき��の項目が並
べられている｡ 第�項の出だしは, ｢私は健康で, 力強くなるため
にがんばります｡ なぜなら, 健康な身体をもった人間は, 家族, 国

民, そして全ての人に対して各人がもつ義務を, 不健康な人に比べ,
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より簡単に行えるからです｣ とある����｡ また, ｢お酒を飲む人は,
よく考えられず, 理解できず, 判断を下せず, そのために義務を行

えない状態になります｡ ……お酒は家庭を貧困に陥れます｣ といっ

た記述も見られる����｡ 飲酒の忌避自体はイスラームを根拠とする
こともできるが, この冊子では, そうした記述は見られない｡ この

例に見られるように, この教材では宗教への言及が一切なされず,

当時の世俗化政策が反映されていると言える｡ 同教材は, ����年に
祖国科の名称が公民科 �����������������へと変更された後も継承さ
れ����, 公民科が廃止された����年まで使用された����｡����年に複数政党制が導入され, ����年に民主党が結成されると,
民主党は宗教教育の実施を政治的主張に含めた｡ ����年の選挙では
共和人民党が勝利したものの, 民主党の得票率は共和人民党の思惑

を越えて高く, 共和人民党は共和国初期の脱イスラーム化政策の変

更を余儀なくされていく｡ 一方, 宗教教育に関する議論は進み, 同

年��月, 教育省予算審議において宗教授業の再開が検討され, トル
コへの共産主義の流入による影響が懸念すべき状況にあること, そ

の対抗策として宗教教育が必要であることが説かれた����｡ ただし,
同����年に開催された第�回国民教育諮問会議で道徳教育について
言及された際には, 依然として宗教的価値にはまったく触れられな

かった����｡
翌����年に開催された共和人民党の党大会でも, 宗教, 世俗主義
をめぐるさまざまな議題があげられ����, 結果として, ����年から
小学校���年次において希望者のみを対象とした課外の宗教授業
が行われることになった｡ 民主党が政権を獲得した����年には, 宗
教科が課内授業に組み込まれ����, さらに, ����年からは中学で,����年から高校においても行われるようになった｡ では, この宗教
科は道徳教育を含んでいたのだろうか｡ ここではその一例として高

校�年生の内容を見てみたい｡ 高校�年生の学習指導要領には ｢イ
スラームと道徳｣ という項目があげられており����, 国民教育省出
版の教科書によれば, ｢アッラーを信じること, 彼に服従すること

は, 優れた道徳の基礎であ｣ り, ｢良心や法律だけでは, 人を悪か
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ら遠ざけ, 善に向かわせるには十分でな｣ く, 正しい行動をとるに

は宗教が必要であると説明されている����｡ このように, 宗教科で
は宗教を基礎とした道徳教育が行われていた｡

以上見てきたように, ����年代以降のトルコの公教育では, 公民
科のなかで教授される非宗教的な道徳と, 宗教科のなかに盛り込ま

れた宗教を軸とした道徳の, 二つの対照的な道徳教育が並存してい

た｡ その後, 公民科は段階的に縮小され, ����年には完全に廃止さ
れる｡ それでは, それと入れ替わりに導入された道徳科は, どのよ

うな性格をもつことが期待されたのだろうか｡

二. 道徳科の設置過程と変遷

本章では, 道徳科の設置過程とその後の指導要領の内容の変遷に

迫る｡ まずは, 時代背景とともに道徳科の設置にいたる経緯を明ら

かにし, 次に, 道徳科の指導要領を見ていく｡

道徳科が導入された����年代は, 労働運動, 学生運動の高まり,
左右闘争の過激化や民族主義運動によるテロ活動, さらには経済危

機が起きた, 社会不安が大きい時代であった����｡ ����年, 治安の
悪化を受け, 軍部による圧力を受けたデミレル �������首相 (���������年) は公正党内閣を総辞職させ, イスラームを強調するエルバ
カン �������(���������年) 率いる国民秩序党も解体させられた｡
その後, 約�年間の挙国一致内閣ののち, ほぼ�年のあいだ暫定内
閣が続いた｡ こうした状況の後, ����年�月, エジェヴィト ������
(���������年) 率いる共和人民党が, 政治的に真逆の思想を掲げる
国民秩序党の後継政党, 国民救済党と連立を組み, 政権を獲得する｡

道徳科は, このエジェヴィト政権の第一期に開始された｡

道徳科の設置は政権成立のために調印された連立議定書に明記さ

れ, 所信表明演説のなかでも言及されていた����｡ 政権成立当時の
新聞記事によれば, 国民救済党党首であるエルバカンが道徳科の設

置を望んでいたという����｡ こうした政府の意向を受け, 道徳科導
入については複数の方面から議論がなされた｡ 例えば, 宗教右派の

日刊紙ミッリー・ガゼテ �����������では, 道徳科がフランスの道
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徳科教科書の翻訳によって教えられることや哲学科教師によって教

えられること, すなわち, 非宗教的な形で道徳教育が行われること

への懸念が述べられている����｡ 一方で, 世俗左派のジュムフリイェ
ト ����������紙やリベラルのミッリイェト ��������紙では, 道徳
科がイスラーム学院������������������や導師・説教師養成学校�������������������の卒業生によって教えられることへの反対意見����,
道徳科は知識教育に留まるべきであるなどといった主張がなされ

た����｡ このように, 道徳科の設置は政治的な関心の対象とされ,
道徳を宗教に依拠させて教えるか, 非宗教的なものとして教えるか

が主な争点となった｡

こうした議論が起こるなか, 政権成立から半年と経たないうちに,

生徒数の増加に伴う混乱を収め, また学校教育制度を再編する目的

で, 第�回国民教育諮問会議が開催され, そこで必修科目としての
道徳科の導入が決定された����｡ 教育諮問会議の決定は間もなく実
行に移され, ����年, これまで非宗教的な道徳教育を担っていた公
民科の廃止と入れ替えに, 道徳科が設置された｡ 道徳科は, 小学校�年生から高校�年生まで週�時間ずつ教えられることになった｡
問題となっていた担当教師はというと, 小学校では担任から, ある

いは ｢可能であれば, 学校の校長｣ によって, 中学校と高校では,

｢哲学, 初等教育師範学校職業科, 社会科, 宗教科, 歴史, トルコ

語, 文学の教師, そして校長を優先させ｣ ることが決定した����｡
このように, 宗教科の教師よりも哲学科や社会科の教師が先に挙げ

られており, 前者より後者を担当教員として優先することが想定さ

れていた｡

指導要領には, 科目の目的と解説, 教授されるべき項目 (単元)

が提示されており, ����年当初の要領によれば, 道徳科の目的は,
｢慣習や私たちの伝統によって, 子どもたちに国民感情に適合する

道徳の規則を教える｣ こととされた����｡ また, 解説によれば, 道
徳科は ｢常に 『実践』 となる事柄が出発点とされなければならない｣

と規定された｡ 教授されるべき事項としてあげられていたのは, 人

間, 家庭, 社会, 労働, 幸福, 責任, 哲学と道徳の関係などであり,
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宗教的な内容としては, 小学校�年生で ｢私たちの宗教｣ という項,
中学�年で ｢人がそのなかで生きる社会組織：宗教と道徳｣ という
章, 高校���年生で ｢宗教と道徳｣ 項, 高校�年で ｢道徳的, 宗

教的観点からの 『善』 と 『悪』｣ という項が挙げられている����｡ こ
のように, 具体的・抽象的な道徳規則, 哲学や労働, 責任, 家族や

国家といった他のテーマに比べ, 宗教的内容は特に重視されていた

わけではなかった｡ 以上のことからは, 設置当初の道徳科は必ずし

も宗教的な内容を排除したわけではなかったものの, 宗教を基礎と

した道徳理解ではなく, 公民教育的な側面に依拠した, 非宗教的な

道徳に重点が置かれていたと理解することができる｡

しかしながら, ����年��月, エジェヴィト政権が連立の不一致に
より成立から��ヶ月で総辞職すると, 翌����年, 早くも道徳科の指
導要領に改訂が加えられた����｡ 連立の解消は, 単独で政権を獲得
するためにエジェヴィト自らが行った政略であったが, 結果として

エジェヴィトの思惑通りにはいかず, デミレルが公正党, 国民救済

党, 民族主義者行動党, 共和信頼党の�党を集め, 政権を成立させ
ることになった����｡ そして, 政権成立から約半年後の����年�月,
道徳科の教育内容を改訂することが決定された����｡ 科目の目的は����年設置時とほぼ同じであるものの����, その解説には部分的に,
しかしながら重要な変更がなされた｡ 最も目立つ変更点として, 第�項の第一文を挙げることができる｡
イスラーム道徳理解においても示されるように, ｢実践哲学,

すなわち実践道徳の相互に連関しあう利益と発展の狙いが, た

だ抽象的な科学でないこと, そして, 何よりも実践でもって完

成させること, 振る舞いをよいものにするという意味をもつこ

と, すなわち科学という木が実践の実をみのらせることがなけ

れば, (道徳科は) 尊厳の枠外に｣ 留まってしまうという考えに

注意して, 道徳科の実施においては常に ｢実践｣ となる事柄が

出発点とされなければならない����(引用の鉤括弧は原文通り｡ 丸括
弧内は筆者)｡

この引用のうち, 冒頭から ｢注意して｣ までの部分は, ����年の要
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領で付け加えられたものである｡ 解説部の変更と同時に, 高校�年
生向けの教育内容として, ����年の指導要領では一つの節として設
けられていた ｢道徳と宗教｣ が, ����年のものでは同じ名称のまま
章に格上げされている｡ 増加したとはいえ, 章構成の面で宗教に関

わる内容の割合は依然として限られていたものの, より重要な変更

は中学および高校の担当教師に関する規定に見られた｡ ����年要領
では, 道徳科の担当教師の規定が ｢神学部, イスラーム学部 ��������������������������, 高等イスラーム学院, 導師・説教師養成高校を
卒業した教員｣ へと大幅に変更され����, 世俗左派の人々の懸念が
まさに現実のこととなったのを見ることができる｡

管見の限り, 小学校と中学校に関しては����年指導要領以降,����年の廃止までその内容に変更はなされていないようであるが,
高校に関しては����年に再び変更がなされ, 高校�年生にまで道徳
科が設けられるようになった｡ この変更は高校指導要領全体の改訂

に伴ったものであり, 道徳科の目的と解説は����年のものと同様の
ままで, その内容にも大きな変更はない｡ 加えて同じ����年には,
それまで行われていなかった中学および高校の各�年次においても
選択希望制の宗教科が設置されるようになるなど����, 宗教教育の
拡大の動きが見られた｡ このことからは, ����年になされた道徳科
の改訂は, 宗教教育の拡大を推進する動向のなかでなされたものと

考えることができる｡

しかしながら, この改訂の�年後, ����年に再び高校のみに関し
て道徳科の指導要領が改訂された｡ これまでと同様, その背景には

新たな政権の発足があった｡ ����年�月にエジェヴィトが単独で政
権を獲得すると, その�ヶ月後の�月, デミレル政権のもとで制定
された高校の道徳科指導要領が撤廃され, さらに����年度の残りの
期間に関して, 高校における道徳科の授業免除および試験の停止が

決定された����｡ 教育省広報誌によれば, ����年の高校道徳科指導
要領の撤廃は, 行政裁判所において, 高校�年生用のある道徳科教
科書をめぐって訴えが起こされたことに伴ってなされたという����｡
裁判の経緯や教科書のどのような記述が問題とされたのかなどの詳
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細は不明であり, この決定の時点では判決は下されていなかったが,

同じ執筆陣による高校���年生および中学�～�年生用の教科書
の使用も不認可とされた����｡
その�ヶ月後の����年��月, 改めて����年版の指導要領に立ち返っ
た道徳科が実施されることが決定された｡ ����年のこの指導要領で
は新たに, ｢アタテュルクの言葉に見る道徳的価値｣ という内容が

設けられた����｡ また, ����年の指導要領で�節構成の章へと格上
げされた ｢宗教と道徳｣ 章に関して, ����年要領では�節構成へと
分量が減らされている����｡ このような, 世俗主義の象徴的な存在
としてのアタテュルクに関する記述の登場や宗教に関連する項目の

減少は, 共和人民党のエジェヴィトによる公正党や国民救済党への

対抗策として捉えることができる｡

これに対し, 翌����年に成立したデミレル政権期においては,����年に, 小学校の道徳科および宗教科の教師には導師・説教師養
成学校卒業者が優先され, それ以外の教師が道徳科, 宗教科を教え

る際には, 教育省が開催する教室に参加し, そこで実施される試験

に合格することを担当の要件とすることが決定された����｡
以上見てきたように, 科目の設置の�年後から, 政権の変化によ
りその内容にも変更が加えられ続けたためか, 道徳科の実施状況は

安定していたとは言いがたく, 国民教育省は複数回にわたり, 規定

以外の教師が道徳科を教えることのないよう注意をしなければなら

なかった����｡ 小学校と中学校の道徳科指導要領に限っては, どの
項目を選択・重視するか, また扱わないかは, 教師側の裁量次第で

決めてよいことが記されており����, それゆえに誰がこの科目を担
当するかは重要な問題であった｡ 一般的に, トルコの学習指導要領

の拘束力は強く, そのことは, 教育省出版による教科書と民間出版

社による教科書の差違が少ないことにも示されている����｡ しかし
ながら, 道徳科に限っては担当者側の選択に任される部分が多く,

道徳科の特異さが表れていると言える｡

さらに, ここで確認しておくべき点は, ����年に道徳科の導入が
実現され, その指導要領が告知されたものの, 同年内にはまだ国民
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教育省の認可を経た教科書は出版されていなかったという事実であ

る����｡ 加えて, エジェヴィト政権期になされた����年の改訂以降,
認可を受けた高校用の道徳科教科書は科目の廃止までついぞ出版さ

れなかったことも確認できた����｡ このような状況のなか, 担当教
師に対する規定と実際の状況に齟齬がある場合があったように, 教

科書についても公的なものとそうでないものが並存しており, 教育

省は認可を得ていない教材が出回っていたことを受けて, その使用

に関する注意を複数回にわたって行っていた����｡ また, 認可の有
無を問わず, 道徳科の教材として書かれた出版物のなかには, 哲学

科教師が書いたものや����, 著名な宗教派知識人であるヌーレッティ
ン・トプチュが書いたものなどもあり����, こうした出版物の比較
からは, 教育関係者が想定する道徳理解の幅の広さを見ることがで

きる｡ 当時, 高校で宗教科の調査を行っていたビルギンは, 教師た

ち, また学校の監督者たちも, 道徳科を ｢哲学か, 社会学か心理学

か, あるいは宗教の授業に依拠したものとして｣ 教えるべきかどう

かわからず, 教師によって教え方が異なっていたと述懐してい

る����｡ このような記述からは, 教師たちもまた, 道徳科を教授す
る際に道徳の根拠を問題としていたことがうかがえる｡

以上から明らかなように, 道徳科の導入はその当初から政治的な

議論を引き起こしており, 政権の変化により複数回にわたり, 宗教

的な内容をめぐって変更がなされていた｡ そうしたなか, 道徳科の

指導要領の度重なる変更とともに, 各人の主義主張により複数の道

徳理解が並列され, 教育現場に混乱が生じていただけではなく, 教

育省自体が改訂・変更に追いつけていないという状況が起きていた｡

おそらくは, こうした不安定な状態が続いていたために, これまで

の研究においても道徳科に関する議論や理解が深められてこなかっ

たと考えることができる｡

三. 道徳科教科書

以上で見てきたように, 道徳科において争点となってきたのは,

道徳教育のなかに宗教を含めるかどうか, 含めるとしたら, どの程
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度, どのように表出させるかという点であった｡ そこで以下では,

実際に出版された認可済みの道徳科の教科書に, どのような形で宗

教的な内容が盛り込まれていたのかを明らかにする｡ そのために,

最も宗教的な内容が強く表れていると考えられる, ����年指導要領
に則った教科書を用いる｡ なかでも, 国民教育省が����年に刊行し
た高校�年生用の教科書を取り上げる｡ 前述のようにこの教科書は,����年道徳科学習指導要領が撤廃される要因となったものである｡
本章では, 以下で扱う高校�年生の教科書の概要を説明した後に教
科書の分析を行う｡�. 教科書概要
本章で対象とする教科書は, ����年に国民教育省によって出版さ
れ, エロル・ギュンギョル, エミン・ウシュク, アフメト・テキン,

ヤシャル・エロルの �名により執筆されている����｡ 当時イスタン
ブル大学准教授であったエロル・ギュンギョルは, �������年代に
活躍した社会心理学者で, ナショナリストとして知られる著名な著

述家である｡ 神秘主義教団の長 (シャイフ) の孫でもあり, ����年
に出版された 『トルコ文化とナショナリズム』 という著書に見られ

るように����, イスラームと近代化やナショナリズムに関する議論
を行っている｡ エミン・ウシュクは導師・説教師養成学校で教員を

した後, 高等イスラーム学院で学び, 教鞭を取っていた｡ アフメト・

テキンは公法, クルアーン解釈学, ハディースの専門家であり, も

う一人の著者であるヤシャル・エロルとともに, ����年にハディー
スの翻訳を出版している｡ 後三者を見る限り, 当時の国民教育省は

道徳科の教科書執筆に宗教的な知識の必要性を見ていたと考えられ

る｡

この教科書は全���ページ, 章は全てで��あり, 社会生活, 経済
生活, 宗教, 公正, 法律, 国民生活, 民主主義, 戦争, 機械文明と

それぞれの道徳との関係が章毎に扱われている｡ 加えて, 慣習や伝

統, 家庭, 結婚といったテーマも章題となっていることからは, 指

導要領の解説のなかで ｢実践｣ という言葉が強調されていたように,
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実際の生活に関わる事柄が取り上げられていることが確認できる｡�. 教科書に見る宗教性
本節では, 道徳科に宗教的な内容がどのように含まれていたのか,

道徳と宗教がどのような関係をもつものとして描かれていたのかに

注目して教科書を見ていく｡ ここでは, そうした記述が最も多く見

られると考えられる ｢宗教と道徳｣ 章と, それ以外の章の�つに分
けて見ていく｡�. ｢宗教と道徳｣ 章
｢宗教と道徳｣ 章では, まず, 道徳と宗教との関係や, 両者の狙

いが同一であることについての記述が見られる｡ さらに, 宗教が

｢道徳と同程度, あるいはそれ以上｣ に社会管理の機能が強いこと

が客観的な事実として説明されている箇所も見られ����, 宗教の優
位性が示唆されていると捉えることができる｡ この章ではイスラー

ムに限らない複数の宗教が想定され, ｢すべての宗教は道徳に関す

る命令と禁止を設けており, どのような宗教も道徳に関する義務を

行うことに対して無関心ではない｣����と両者の関係が述べられてい
る｡ この教科書には宗教を普遍的なものとするこうした記述がある

一方, 基本的にイスラームを強調する説明がより多く見られる｡ 例

えば, イスラームの義務の一つである�日�回の礼拝が取り上げら
れ, こうした宗教的行動が ｢人間の意志を強くする目標をもってい

る｣ と述べられている����｡
宗教と道徳の関係については, ｢社会生活における宗教と道徳の

一体化｣ という節で以下のように説明される｡

神 �����を愛する者は, 彼の創造したものも愛さなければなら
ない｡ ユヌスが, ｢私たちは創られた者を愛します, 創った者

よりも｣ と言ったように, 神 �����への愛は, ……道徳的にな
ることを必要とする����｡

この文章では, 信仰心をもつことが, 道徳的な人間となることにつ

ながることが明確に示されている｡ ここで挙げられているユヌスと

は�����世紀の著名なトルコ系イスラーム神秘主義者ユヌス・エム
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レであり, メヴラーナーのような他のトルコ系神秘主義者とともに,

この教科書内で複数回言及されている����｡ また, トルコ系神秘主
義者に関する同様の記述は, 高校�年生と�年生の国民教育省出版
の教科書においても見られる����｡
さらに, 上記の文章で注目されるのは, 神を表記する際にトルコ

で通常使用されるアラビア語起源の ｢アッラー｣ ではなく, ｢タン

ル �����｣ というテュルク語系の単語が選択されていることである｡
この教科書においては, アッラーの語も見られるものの, タンルが

より多く使用されている｡ オスマン帝国末期の思想家であるズィヤ・

ギョカルプ以来の, イスラームをトルコ・ナショナリズムに適合さ

せた形で変革することを目指す潮流を受けて, 共和国初期において

はクルアーンやモスクで行われる説教, 礼拝の呼びかけであるアザー

ンの言語をアラビア語からトルコ語に置き換える動きが見られた｡

そして, そのなかではアッラーに代えてタンルが用いられることも

あった����｡ 本教科書の第一執筆者であるギュンギョルは, ギョカ
ルプに傾倒していたことが知られており����, 前述の著書において
もタンルという語を積極的に使用していた����｡ これらに鑑みれば,
道徳科教科書に見られるタンルという語の選択にも, ギョカルプ以

来の思想潮流が影響していると考えられるのである｡�. その他の章における宗教性の表れ
道徳科の教科書では, 宗教に特化した上述の章以外でも宗教に関

する記述がしばしば見られる｡ そこでは, イスラームの命令や預言

者ムハンマド, また上であげたような神秘主義者たちの言葉が引用

され, 道徳的な行動をとることの根拠が説明される����｡
神秘主義者の出自が示しているように, こうした宗教的な内容は

しばしばトルコ性との関連のなかで説明される｡ 例えば, ｢家族の

炉辺｣ 章には以下のような記述がある｡

トルコ人がイスラームを受け入れた後, 家族の炉辺はさらに神

聖さを獲得することになった｡ 父母への敬意, 兄弟への愛は,

伝統, また宗教の命令となった｡ 世帯の持ち主となることは,

伝統の命令であると同時に, アッラーの命令であるとも信じら
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れた����｡
この文章では, トルコ人の伝統とイスラームの命令が同一のもので

あったことが客観的な事実として説明されており, トルコ性との関

連のなかでイスラームの教えが正当性を持つものとして記述されて

いる｡

家族に関する章に加え, ｢国民生活と道徳｣ 章でも同様の記述が

見られる｡ 例えば, 同章のなかの ｢国家 ������｣ 節では, トルコ人
の国家の特徴的な性格の一つに公正 ������が挙げられ, 以下のよ
うに説明されている｡

社会奉仕とともに, 公正もトルコ国家の最も際だった特徴の一

つである｡ 裁判では貧者とパーディシャー (君主, 帝王) が平

等に扱われ, 何者も特権を有していなかった｡ イスラーム教の

公正についての命令を最もよく実行していたのは, まずもって

トルコ人だった｡ (トルコ人は) 国家のすべての義務を果たした

ためか, それ (国家) に対して大きなつながりが生まれ, アッ

ラーの道において死ぬことと国家の道において死ぬことが同一

と見なされた｡ ……オスマン帝国において法を代表するシェイ

ヒュルイスラームにはパーディシャー (の決定) を却下する力

さえあり, このような力, つまり政治的権威の法的手段による

完全な管理は, どの外国においても見られたことではない����
(丸括弧内は筆者)｡

この記述では, ｢トルコ国家｣, すなわちオスマン帝国の司法制度が

他国と比べ, 公正の観点から優れていたことが強調されており, そ

うした性格がイスラームの原則に結びつけて描かれている｡ さらに,

上記とほとんど同じことが ｢民主主義と道徳｣ 章でも繰り返されて

おり����, 必ずしも宗教とは直接的に関係のない章においても, ト
ルコ人, トルコ国家の特徴とされるものとイスラームの教えが同一

であることが強調されている｡

こうしたトルコ性とイスラームの同一視は, 以下の文章にも見ら

れる｡

トルコ国民の個々人は, 歴史上彼らがつくってきた国家機構を
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通じて, つねに国家と一体化してきた｡ ……私たち国民にとっ

て愛国心とは, 宗教への愛のように, 力強く, 根深く, 神聖で

ある｡ 毎日�回の礼拝のあと, ｢アッラーよ, 国家に, 国民に
消滅をもたらさないで下さい！｣ と, 祈りがなされる｡ 宗教と

国家は, 神 �����がその僕に与えた最も偉大な二つの恵みであ
る����｡

この文章では宗教と国家が並列され, 両者が同等の神聖性を有する

ものとして描かれている｡ ここで記述されている礼拝のあとの祈り

は, トルコにおいては慣用表現としてしばしば行われる祈りであり,

イスラーム主義とトルコ・ナショナリズムの融合を示す表現として

知られる����｡ このように, 道徳科の教科書においては, トルコ共
和国やトルコ人とイスラームの調和を示す記述が繰り返しなされて

いる｡

以上で見てきたように, 道徳科の教科書では, トルコ性とイスラー

ムの結びつきが強調されており, これは, 当時草創期にあったトル

コ・イスラーム総合論に合致していると見ることができる｡ カプラ

ンは, 道徳科の廃止とともに設置された宗教文化・道徳科の教科書

ではイスラームが ｢トルコ人の文化的本質｣ として描かれていると

論じている����｡ 同氏によれば, 宗教文化・道徳科の教科書には,
国家を守ることがトルコ人の ｢生来の気質｣ であり, ｢イスラーム

もまた祖国のために闘うことを常に命じ｣ ていること, キリスト教

など他の宗教は ｢トルコ人の戦争に対する精神に適合しなかった｣

という記述があるという����｡ トルコ人の性質とイスラームの教え
が共通であることを示すこうした記述は, 道徳科の教科書において

見られた, トルコ性とイスラームの結びつきを説く記述と類似して

いる｡ このように, 宗教文化・道徳科に見られたトルコ・イスラー

ム総合論の特徴は, それ以前の道徳科においてすでに見られていた

のである｡

お わ り に

本稿では, これまで明らかにされてこなかった����年代の道徳科
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の導入とその後の変遷を検討した｡ それによって, 道徳科は, 特に

宗教性をめぐりその内容に変更が加えられてきたことが明らかになっ

た｡ そうした変化が政権の交代とともになされてきたことからは,

道徳科が為政者にとって自分たちの主張を行う政治的なアピールの

場として存在しており, そこで争点となったのが, 道徳を教える際

に宗教的な内容を含ませるかどうかという点だったことを見ること

ができる｡ こうしたなかで作成された教科書の読解を通じて, 道徳

科では, イスラームを根拠とした道徳が説かれると同時に, その際

に, トルコ性との結びつきを強調することで, 公の場でのイスラー

ムの表出を望まない人々にとっても, より受け入れやすい形でイス

ラームを描くという試みがなされていたのを見ることができた｡����年クーデタ後の軍事政権下で導入された宗教文化・道徳科に
関するこれまでの研究は, 同科目にトルコ・イスラーム総合論が反

映されていることを強調してきたが����, 上のような道徳科教科書
の記述からは, 宗教文化・道徳科の前身にあたる道徳科においても

同様の方向性がすでに見られていたことがわかる｡ 教科書の執筆者

のなかで中心的な存在であったエロル・ギュンギョルは, 当時トル

コ・イスラーム総合論を提唱した ｢知識人の炉辺｣ の中心メンバー

と同じ大学に在籍しており, 彼がギョカルプの影響を受けていたこ

とからも, トルコ・イスラーム総合論を受け入れやすい状態にあっ

たことがうかがえる｡ このように, こうした思想潮流の影響は, 軍

部によって宗教教育に反映させられる以前から道徳科のなかに表出

していたのであり, このことは, 後の宗教文化・道徳科の特徴と見

られるトルコ・イスラーム総合論の性格が, 実はそれ以前の道徳科

から受け継がれたものでもあったことを示している｡ これはすなわ

ち, クーデタという際だった政変後の教育政策に関してであっても,

それ以前との連続性にも留意して検討すべきであることを意味して

いる｡ さらに, こうした動きは道徳教育に限られたことではなかっ

た｡ ����年から����年までの歴史科教科書を分析したコポーによれ
ば, ����年に出版された教科書においてもすでにトルコ・イスラー
ム総合論の萌芽が見られていたという｡ この教科書はギュンギョル
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らが執筆した道徳科教科書と同様, ����年までと短いあいだでしか
使用されなかったが, コポーは, この教科書が����年クーデタ後の
教科書の原型となったことを指摘している����｡ このように, 本稿
で明らかにした道徳科と宗教文化・道徳科の連続性は, 教育をめぐ

る政治というより大きな流れのなかに位置づけることができる｡

今後の課題としては, 宗教文化・道徳科のもう一つの前身である

宗教科をトルコ・イスラーム総合論の観点から検討することがあげ

られる｡

註��� 本稿では以下で示すように, 宗教文化・道徳科以外にも, ｢～・(と��) ～｣ という名称の科目がある｡ これらを日本語訳するにあたり, ど
こからどこまでが科目名であるかを示すために, 初出の場合のみ鉤括弧

を付ける｡ また, 科目の名称には, 語尾に科 ����������が付くものとそ
うでないものがあるが, 引用文中以外では科目であることを示すために,

これらの語がついていない科目にも ｢科｣ を付ける｡��� 本稿で研究対象としている����年代に関しては, ����年の教育基本法
の施行以降, 初等教育 (基礎教育) に位置づけられる小学校は�年制,
中学校は�年制であり, 中等教育とされる高校は�年制である (それ以

前は, 中学校は中等教育とされていた)｡ 教育省の通達によれば, 義務教

育期間は, 教育基本法の制定により小学校と中学校となった｡ しかしな

がら, この法律の効果が得られなかったためか, その後, ����年になさ
れた教育基本法の改正により義務教育期間は小学校のみへと, ����年以
前の状態へ戻された｡ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ��� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������新井政美編著 『イスラムと近代化：共和国トルコの苦

闘』 講談社, ����, �������, ����������� 例えば以下を参照｡ 伊達聖伸 『ライシテ, 道徳, 宗教学：もうひとつ

の��世紀フランス宗教史』 勁草書房, �����伊達聖伸 ｢宗教を伝達する

学校：ケベックのライシテと道徳・倫理・文化・スピリチュアリティ｣

『宗教研究』 ���������������������� トルコの教育年度は�月始まりである｡ 本稿では教育年度ではなく,
年をそのまま記すこととする｡�������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������� トルコには, 以下で登場する道徳・祖国科, 祖国科, 公民科のように,
公民としての資質を涵養することを主眼とした科目があり, これらの科

目は政治制度などに関する知識に加え, 時代により道徳教育の内容を含

むことがあった｡ 本稿ではこれらを公民教育と総称する｡ 公民教育の定
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義については以下を参照｡ 高橋勝 ｢公民教育｣ 教育思想史学会編 『教育

思想事典』 勁草書房, ����������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ この科目では, 小学校の�年生から�年生まで道徳教育, �, �年生
で公民教育が行われていた｡ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������� 当時は ｢高校第一段階 �����������������｣ と呼ばれていた｡���� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������高校では道
徳科や宗教科は設けられていない｡ �������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 小学校 ���年次に設けられた｡ ������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������� ����年までは小学校�年生から�年生まで週に�時間教えられていた
宗教の授業が, �年生から �年生までと縮小され, 時間も各週 �時間に
減少, 翌����年からは, 中学校の宗教科は課外 �����������となり, 必
修ではなく希望者のみが受講することになった｡ ����年には, 小学校の
宗教科も課外になり, ����年以降は, 都市部の小・中学校および師範学
校において, 宗教に関する授業は課内・課外問わず行われなくなった｡

一方, 農村小学校では, ����年の改訂により宗教授業が課内とされたが,
その後����年に課外になり, 都市部に続き, ����年までに廃止された｡��������������������������������������������������������������������
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����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 新井編著 『イスラムと近代化』 ������������ 国民教育諮問会議 �����������������は, 国民教育省による諮問機関
であり, 開催は�年に一度とされているが, 教育相は必要に応じて随時
会議を開くことができる｡ ������������������������������������������������ ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������公民科は当初, 小学校 ���年,
中学校�～�年次に設置された｡���� テゼル・タシュクランは政治家アフメト・アアオールの娘で, 現イス
タンブル大学の前身であるダーリュルヒュヌーンの文学部哲学科で学ん

だ後, 高校の教員をしていた｡���� ����������������������������������������������������������������������� ������������������������������������� ���������������������������������������� 小学校において公民科は����年に廃止された｡ 中学校�～�年生では����年の廃止まで教授された｡ ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 新井編著 『イスラムと近代化』 ������������ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 新井編著 『イスラムと近代化』 ������������ ������������������������������������������� �������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� 新井政美 『トルコ近現代史：イスラム国家から国民国家へ』 みすず書
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房, ���������������������新井編著 『イスラムと近代化』 �������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������最終閲覧����� ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������� イスラームに関する研究者, 教育者, 宗教的職能者を養成する目的で,����年代末より設立された公立の高等教育機関｡ ����年に廃止され, 大
学の神学部に改組された｡���� ����年より開校した, 宗教的職能者を養成するための, 中学・高校に
相当する教育機関｡���� ������������������������������������������������������������������������ ��������������������������������������������������������� �����������������������������������������������������������������������������������������������������最終閲覧����� �������������������������������������������� �������������������������������������������� ������������������������������������� �������������������������������������������� 新井 『トルコ近現代史』 ������������ ��������������������������������� 科目の目的で異なる点は, ����年版の目的の�番 ｢今日まで続く, 常

に議論されてきたテーマである道徳の理解を知ることに関して助けとな

ること｣ が, ����年版では, 道徳の前に ｢世界と｣ という言葉が書き加

えられているのみであった｡ ������������������������������������� ��������������������������������� イスラームに関する学問を専門とする学部｡ ����年に神学部へ改組さ
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れた｡���� ������������������������������������������������ ��������������������������������������������また, 管見の限りでは,
道徳科と異なり, 宗教科に関しては設置当初から廃止まで, 教育内容に

関しての大きな変更は特に見られない｡���� �������������������������������������������� ��������������������������������� ��������������������������������� ������������������������������������������������ ��������������������������������������������� この決定は�月��日発行の教育省広報誌に掲載されているが, デミレ
ル内閣の教育相オルハン・ジェマル・エルソイのサインが付されている

ため, �月��日のクーデタ以前になされたものだと考えられる｡ ������������������������������������������������ ���������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������� コポーは, 歴史科の教科書の内容にも出版社の違いによる差がほとん
ど見られず, それは, 教科書出版のために教育省管轄の教育審議会 ��������������������の認可が必要であるためだとしている｡ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ����年に教科書の形をとって刊行された出版物は, 教育省の認可を得
ていない｡ 例えば, �������������������������������������������������������������������������� 教育省広報誌に掲載された指定教材一覧を参照した｡�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������� ����������������������������������������������������� �����������������������������������������������������������
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�������������������������������� ��������������������������������������� �������������������������������������������������������
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【附記】

本研究は ����科研費��������の助成を受けたものである｡
(京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士課程)
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